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請負者名工 �-ハウTELクFj-j'j'∫-如L/i 

代表者-～ �-牌4-雪洛;露悪宰｢ i'.畑,?_Lg) 僥AX一プ 

住所ノノ､､ 劔 

担当者名 � 

1.請負金額 2.工事内訳 刹熬P_27PcD,ク♂0-円(馳 

工事項目 ��･摘要(仕様) 忠%�幵��I|｢韜隴I9鋳�傅ﾈﾇb�ヽヽ 

1. �� �� ��

2. ��別孝次/免 棉F幽ﾋ�� ��

3. �� �� ��

4. �� �� ��

5.解体.廃棄物処理費 �� �� ��

L請負条件:工事用の電気.水道. により施工内容､並びに工事金額ー 刄Kスについては､お客様宅のも ���ﾔ磯h廁ｦ忠�YK(*ｲ停"���

取引に係る消費税等 � 

合計(税込) � 

を使用させていただきます｣また本工事は見えなV増6分等の 

予測できない変更が生じる場合がありますのでご了承くださるようお顔いいたしますこ 

1添付暮頬:工事内容を補足するた する資糾こ○印を付ける) 凾ﾟ次の書類を添付します｣(打ち合わせシートと工事請負契約約執泌ず添付する.その他､ 

◎住宅LJフ山工事打ち合わせシー 刄g◎住宅')かムエ鞘粗契約約款0御見積書.仕上価 劔) 

･カタログ(1. �)(2.) 

･その他(1.1粥 刪ﾟ)(2.) 

3.支払方法前払金 部分払 �'御靭時')を:至竺莞'( 

竣工払 剄H事完了確認後___"_逮_______p以内).i____fZtぬ_e_空を二田_㈲込) 

金円(横込) 

▼この契約の柾として本雷を 剪ﾊ作成し､当事者が雷名また(胡己名押印の上､各自1通 劍/�]ｹtﾈ+x.��

※この書類は大切に保管し 凾ｭださい｡060401版 



工事名称:_HBiリフォ 偖ｩ��8ｨ7H4��ｸ8�ﾔ磯b�

打ち合せシートⅡ 
NOll第回持ち合わせl 

ム工事記入者:河野徳彦 
1.打ち合わせ内容最. ��X+�x.ﾘ+�?ｨ鱚#)D綛ﾈ�#�?｣��｣��ﾘﾎ9?ｩ,x��源fｨ-ﾈ,R�

(》既設浴室をUBに ��

②洗面脱衣室ドア修理 ��

③洗面化粧台取り替え ��

④洗面脱衣室クッション7. �4�ﾒ�4�8ﾘ5�5ﾈ.��h*b�

⑧1.2階Mレヲシユレットl 佇ﾈ,偃i�h*b饅x4�8ﾘ5�5ﾈ.��h*b�

⑥Mレドア修理 ��

⑦2階押入れ1の棚を撤 �+X,H4�8ﾘ�ｸ5ｸ6(6x覈vﾈ,宙6�984ｸ�ｲ��(�ｸ487S�gｲ�>�YH-bx6ｨ8I5ﾈ.りﾉｨｾ���ﾒ��

⑧2階押入れ2の棚を撤 �+X,H4�8ﾘ�ｸ5ｸ6(6x覈vﾈ,宙6�984ｸ耳�(�ｸ487S�gｲ�>�YH-bx6ｨ8I5ﾈ.りﾉｨｾ���ﾒ��

⑨3階洋室1床フロア一重 �5ﾈ.��

@3階浮動壁.天井タロネ �5ﾈ.��h*b�

⑪キッチンⅠHに取替え.叫 �985x7H�ｸ6碓ﾉ�R�

⑱キッチンのみ床重ね叫 唸4ﾈ6(6�985h8X�ｸ5��ｸ靖WB�

⑱シロアリ防除 ��

⑭LD4枚建具銅盤 ��

⑯エコ給湯に取替え ��

※後日追加工事依頼内 ��

⑯浴室乾燥機設置 ��

⑪畳表替え12畳 ��

⑱襖張替え(押入れ大)6 ��

⑯建具クロス貼り替え(片 �4�8ﾘ5云�lｨ喘的hr�

以L19滴EI ��

艶文者受領 印.サイン 



(海況IJ)

第1条　注文者と請負者は､

2　この契約書および､

成し､注文者と請負

･本国

､､Q:

千
l

住宅リフォーム工事

請負契約約款

の法を遵守し､互いに協力し､信義を守り､誠実にこの契約を履行する｡

i付の御見積書､仕上げ表､打ち合わせシート等にもとづいて､請負者は工事を完

は契約の目的物を確静するものとし､注文者は､その請負代金の支払を完了する｡

去雪ぎ≡≡三…≡芸霊宝三宝震三三≡芸妄若:I: I:-I:エ

2　前項において､工期

(一括下許負.一括重任

第3条　あらかじめ

代金を変更する必要があるときは､注文者と請負者が協議してこれを定める｡

による承諾を得た場合を除き､請負者は請負者の責任において､工事の全部ま

たは大部分を､一括レて請負者の指定する者に委任または請負わせることができなし㌔

(権利･義務など

第4条　注文者及

を､第三者に

2　注文者及

造工場などにある製

たは抵当権その他の

(完了確艶･代金支払い)

第5条　工事を終了したとき

日手方からの書面による承諾を得なければ､この契約から生ずる権利または義務

二とまたは継承させることはできなし㌔

方からの書面による承諾を得なければ､契約の目的物､検査済の工事材料(製

含む) ･建築設備の機静を第三者に譲渡すること､もしくは貸与すること､ま

的に供することはできなV㌔

注文者と請負者は両者立会いのもと契約の目的物を確瓢し､注文者は請負契約冒≡
書記載の期日までに諦負代金の支払いを完了する｡

(支給材料･貸与品)　i

第6条　注文者よりの支給材料または貸与品のある場合には､その受渡期日および受渡場所は注文者と請負者の

協議の上決定する｡ I

≡≒
定する｡

2　請負者は､ たは貸与晶の受領後すみやかに検収するものとし､不良品については注文者に対

し交換を求めることができる｡
i-l#?==

3　請負者は支給材料ま

(第三者への損害および第

を善良な管理者として使用また壮床管する｡

要望
第7粂施工のため､第三者に損害を及ぼしたとき､または紛議を生じたときは､注文者と請負者が協力して処

理解決にあたる｡

2　前項に要した費用は1請負者の責に帰する事由によって生じたものについては､請負者の負担とする｡
l

なお､注文者の責に帰すべき事由によって生じたものについては､注文者の負担とする｡

(不可抗力による損害)

第8条　天災その他自然的ま

ない事由(以下｢不

料･建築設備の機韓

｣という)によって､工事済部分､工事仮設物､工事鄭掛こ搬入した工事材

巨船材料を含む)または工事用機掛こついて損害が生じたときは､請負者は､

2 ≡≡≡芸葦蓋≡芸e--=



1

3　火災保険･建設工事嘩険その他択害をてん補するものがあるときは･それらの額を前項の注文者の負担

額から控除する｡　≡

1

(肋(ある場合の責任)　∃

第9条目的物に噺がある堺合､請負者は民法に定める責任を負う｡

(工事の変更､一時中止､工期の変更)
l

第1 0条注文者は､必要に羊って工事を追加･変更または一時中止することができる｡

2　前項により､請負者軽損害を及ぼしたときは､請負者は注文者に対してその補償を求めることができる｡

3　請負者は､不可抗力その他正当な理由があるときは･注文者に対してその理由を明示して､工期の延長

を求めることができる｡延長日数は､注文者と請負者が協議して決める｡
】

(遅延損害金)

第1 1条　請負者の責に帰する事由により､契約期間内に契約の工事が完了できないときは､注文者は遅滞日数

1日につき､請負代筆から工事済部分と搬入工事材料に対する請負代金相当額を掴冷した額に年14･ 6%

の害蛤を乗じた額の轡嘘を請求することができる0

2　注文者が請負代金の辛払を完了しないときは､請負者は遅滞日数の1日につき､支払遅滞額に年14･ 6%

の割合を乗じた額の轡金を請求することができる｡

(紛争の解決)

第1 2条　この契約について｣紛争が生じたときは､本物件の所在地の裁判所を第-審管轄裁判所とし､または

裁判外の紛争処理機甲によって､その解決を図るものとする｡
■

(補則)

第1 3条　この契約書に定め4)ない事項については､必要に応じ注文者と請負者が誠意をもって協議して定める｡
l

(#油引に関する法律の鹿用を受ける場合のクーリングオフについての説明書)

ご契約いただきますリフォーム工事またはインテリア商品等販売が｢特定商取引に関する法律｣の適用を受ける場合
I

には,この説明書･工事請負瑚轡款を充分お読み下さいo

三三三三三-Li::笑=:--,=iI-_rf'f::=;:; :L,禦. I- :- - ･ I-::T三三':I-1二三子三=-;-;-:-I:i;:;i iI1-lLI';=ll:::-:

ただし､次のような場合等にはクーリングオフの権利行使はできませんo_- ==.

'=T

発したときに生ずるものと

*お客様(注文都がリフォーム工事建物等を営業用に利用する場合や､お客様(注文都からのご請求により

ご自宅でのお申し込みまヰはご契約を行った鯵合等

②上記期間内に契約の解除(ク｣リングオフ)があった豚倉､

ア)語負者は契約の解除に伴う線審賠償または違約金支払を請求することはありませんo

イ)契約の解除があった場合l 既に商品の引渡しが行われているときは､その引取りに要する費用は請負者の負

担としますム　　　　　　■
【

ウ)契約解除のお申し出の齢準に受額した金員がある場合は､すみやかにその全額を無利息にて返還いたしまTo

ヱ)役務の提供に伴い､土地又匝建物その他の工作物の現状が変更された像合には､お客様(注文都は無料で元

の状態にもどすよう請求すさことができます｡

*)すでに役務が提供されたと酎こおいても､請負者は､お客様(注文都に提供した役務の対価､その他の金銭

の支払を請求することはありませんo

③上記クーリングオフの行使を埠ずるために請負者が不実のことを告げたことによりお客様(注文都が誤謬し､ま

たは威迫したことにより困惑号てクーリングオフを行わなかった場合は､請負者から､クーリングオフ妨害の解消

のための書面が交付され､その:内容について説明を受けた日から8日を経過するまでは書面によりクーリングオフ

することができます｡


